
塾長の独り言 NO１６２ H２４．５．１７ 

「ネッツ南国トヨタ」 

昨日、５月１６日、東京経営研究会の拡大例会に参加してきました。 

一夜明けて、いまだに少し興奮しております。 

なるほど、今求められているのは・・・これだ！ 

そんな講演であり、企業内での人材育成のあり方だと感じました。 

会場では、満席状態（５００名以上）の多くの参加者がいましたが、誰もが感動・共鳴したのではない

でしょうか？ 

 

自分自身を振り返ると・・・どうなのか？ 

まだまだ、やることがいっぱいあります 

知識・能力よりも思想・哲学・価値観と言ってはいるが・・・どうだったのだろうか？ 

反省と振り返りがいっぱいあります。 

 

「知る」「わかる」 

よりも、もっと大切なもの。 

それは、「感じる」 

そんな「共感・共鳴する体験」や「心に感じる」 

それが求められている！ 

 

では、どうするか？ 

――――五感、第６感ですね。 

もっと映像・音響・場の雰囲気に心を配らないといかんな～。 

（自分自身、かなり反省しております） 

人間が本来持っている「人間力」をいかに磨くか！ 

「人は人でしか、磨くことはできない！」 

それが、ヒントになりました。 

 

PF ドラッカー博士が曰く 

「コミュニケーションとは知覚である」 

 

吉田松陰先生曰く 

「至誠にして、動かざる者は、 

 未だこれ、あらざるなり」 

 

＜コメント＞ 

「感じる力」の大切さ。 

知識・能力・技術から、人間力が求められる時代に突入したと痛感しました。 

まだ、頭の中が整理出来ていません！ 

もっとじっくり考え、振り返ります。 

いい時間でした。――――仲間に、感謝です。 


